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神経細胞の 細胞骨格 一 形態形成 と物質輪送研究 の 新 しい展開 一

廣川 信隆 （東京大 ・ 医 ・ 第 1解剖 ）

　神経細胞は刺激 の 伝導の 方向に沿 っ て 、 分枝 した樹状突起 と
一

本の 非常に長 く

細 い 突起で ある軸索を分化 させ た きわめ て極性の ある細胞である 。
こ の 神経細胞

にあ っ て 細胞骨格は 、
L形態形成 、

2．物質輸送、
3．シナプス 領域での 情報伝達に重 要

な役割を担 っ て い る。 本 シ ンポ ジウム で は 、 形態形成および物質輸送に 関連 した

我 々 の 新 しい デ
ー

タ
ー
を紹介する。

L 形態形成

　軸索は径が一定の 細 く長い突起で あ り、 多数の ニ ュ
ー

ロ フ ィ ラメ ン トの 間に微

小管の小束が散在 して いる。 微小管領域には 、 微小管関連蛋 白MAPs の 内MAPIA
、

MAPIB および特に Tauが 多量 に発現 され微小管に結合 した長さの 異なる線維状構

造 を形成 して い る 。 それ に対 し樹状突起では 、 多数 の微小管の 間隔の 離れた束の

間に ニ ュ
ー

ロ フ ィ ラ メ ン トが散在して いる 。 この 微小管領域 には 、
MAPIA

，Bお よ

び特 に MAP2 がや は り長さの 異な る線維状架橋構造 を作 っ て い る。 軸索に 多量 な

Tauおよび樹状突起 に特異なMAP2 およぼMAP2 の フ ァ ミリーで あ り幼若な神経の

軸索に発現 されるMAP2C の機能的差を解析するため 、 我 々 はMAP2 （1828 ア ミノ

酸） 、
MAP2C （467ア ミノ酸）、

Tau （432ア ミノ酸）cDNA をバ キ ュ ロ ウイル ス 系

を用い て Sig細胞 に発現させ た 。 その 結果全て の MAPs が球型の sro細胞か ら細長 い

突起 が伸長 しその 中に MAP2 は樹状突起様の 、 またTauとMAP2C は軸索様の 微小

管領域を形成 した 。 こ の 結果か らMAP2
、
　 MAP2C とTauの 機能的差は 、

　N 末の

p両ec重io皿の 長さの 差 による異な っ た微小管領域の 形成に ある こ とが示 された 。

2．物質輸送

　軸索内で蛋 白合成が行われないの で シ ナ プス 領域および軸索内で必要な蛋白は

細胞体で合成された後すべ て 軸索 内を軸索流によ り運ばれる 。 速 い輸送

（200−400  ／day）で は蛋白は膜小器官の 形で運ばれ 、 遅い輸送（2−O．5mm ！day）で は細

胞骨格蛋白な どが送 られ る。 速い輸送の機構につ い てキネ シ ン と脳ダイニ ン の 2
種の ATPase を基 に した両方 向性輸送 の制御機構 と分子生物学的手法に よ り同定 し

た新 しい
一群の 微小管結合性モ

ー
タ ー分子の解析を 、 また遅い輸送の 機構 につ い

て 新 しい一uorescence 　photobleach　recovery 法や caged 伽 ores  nce　photoaclivation法を

用い た解析に よる従来の 定説 と異なる新 しい結果を報告す る。
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